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１．はじめに  
 海外では、大きな河川の中下流域が広大な

平原になっているところが多い。そのよう

な場所は、毎年のように洪水に見舞われて

いる。土地利用は、農地として使われてい

る場合が多い。このような場所での洪水被

害域の迅速な推定は、食料援助や住民生活

への対策など、意志決定に必要な情報であ

るが、洪水が広域的で長期間にわたり、道

路が冠水しているなどの理由で、地上調査

が困難である場合が多い。  
 一方、衛星 SAR（合成開口レーダ）は、

衛星からマイクロ波を照射し、地上の双極

子からの後方散乱を測定している。この波

長の電波の性質として、洪水時のような雲

を透過して地上を調べることができ、洪水

被害域を調べるには都合がよい。  
 本報告では、タイ中央平原の１９９５年

の洪水をとりあげ、JERS-1/SAR データと

水害地形分類図との関係について主に論じ

る。  
２．SAR を利用した洪水域抽出手法  
 従来の洪水域抽出手法１）は、洪水水面で  
レーダの後方散乱係数の値が低くなる性質

を利用していた。しかし、水田域では、洪

水水面と見分けが難しいため、抽出した水

面が直ちに洪水湛水面とはならない。1),4) 

そこで、後方散乱の値を閾値で２値化し、

この地域の農業形態を考慮に入れて、判別

マトリクスから、洪水域を抽出した。  
表１ 判別マトリクス  

Table1 Category matrix for flood-inundated area 
 左の欄のカ

テゴリ  
洪水湛水域  

水田、水域

（河川、湖

沼、ため池） 

95/6/30 のデ

ータで閾値

レベル以下  

95/6/30 の閾

値以下かつ

95/9/26 の閾

値以下のデ

ータ  
非水田（畑、

果樹園、道

路など）  

上記以外  95/9/26 のデ

ータから、

上記のエリ

アを減算  
３．抽出結果  
 表１により計算した洪水湛水域が、図１

である。  
 
 
 
 

図１ .９月から６月の２値画像を減算

Fig1. btract area from autumn to spring 
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４．水害地形分類との関係  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
灰色の横縞のある  
全体に白っぽいカ  
テゴリは自然堤防  
で、その間の濃い灰色は、後背湿地やデル

タで洪水時には水深が深く、湛水時間も長

い。図２と関連があるように見える。  
５．考察  
 L バンド SAR で、偏波や入射角が一定な

場合、水面抽出は比較的容易だが、途上国

の水田地帯になると、浮き稲栽培もあって

洪水被害域を確定するのは容易ではない。

しかし、土地利用や土壌条件とも密接に関

連する水害地形分類図ができていれば、２

シーン程度の衛星 SAR データで農業被害

の推定ができるようになるかもしれない。  
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図図 ２ は 、

JICA 報告書

に 記 載 の あ

る 実 際 の 洪

水域である。

図 １ と 比 較

すると、色の

濃い部分は、

必 ず し も 一

致 し な い と

ころもある。

２  95 年の実際の洪水域 7) 

Fig2. The reported flood area 
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